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セルロースナノファイバー

ຊ੡品をࣨݧࢼ、または੡଄現場で͝使用になる場合は、使用લに必ず౰ࣾ発ߦのS%S（安全データ
シート）をख़ಡのう͑、ࡌهさΕた஫ҙ߲ࣄなどをݫकしてください。
อޢメΨω、ΰϜखା、必要にΑりマスクなどのอޢ۩をண用してください。
԰಺の௨ؾのྑい場ॴで༰ثをີดしてอ؅してください。
ౚ݁はආ͚てください。
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このࢿྉにࡌهしているデータは、౰ࣾの࣮ݧ的ࢿݧࢼྉに基ͮくものですが、࣮ の現場使用ࡍ
݁Ռをอূするものではありません。現場での使用に౰たͬてはࣄલに使用৚݅、使用ํ๏おΑͼ
こΕらの৚݅ԼでのޮՌを֬͝ೝください。
。などにΑり、վਖ਼さΕることがありますݟ಺༰は、৽しい஌ࡌه
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セルロースナノファイバー
थ໦などすべての২物のࡉ๔นはセルϩースから੒りཱͬています。໦ࡐύルϓなどのセルϩースݪྉをඍࡉ化すること
にΑり、セルϩースφノϑΝイόー（CNF）が得らΕます。੡଄ํ๏にΑりણҡ෯は数nm～数ඦnmまでさま͟まですが、
CNFはφノレϕルのણҡからなる৽ૉࡐです。২物༝དྷでڥ؀΁のෛՙがগないࡐྉというだ͚でなく、ܰ くてৎ෉、高い
透明性、೤๲ு཰がখさいなど、さま͟まなಛ௕があります。

一ൠ的な増粘剤に比べて௿ܗݻ分濃度でも高い粘性を発現
します。

௿せん断଎度では高い粘度を示しますが、高せん断଎度
ではܹٸに粘度が௿Լする઼ٖ性ྲྀಈを示します。
さらに、せん断଎度をԼ͛ると࠶ͼ高い粘度を示します。

レオクリスタおよびその他の増粘剤のೱ度と粘度の関係 
測定条件：BM型粘度計、6 rpm、3 min、20℃

スϓレー可能Ͱタレͳ͍ήル
ʢܗݻ෼ೱ度0.�%ʣ 

せん断力にΑͬてCNFのωοトϫークߏ଄がഁյさΕ、粘度がஶしく௿Լするためにゲル
状でありながらスϓレーが可能です。
また、スϓレーしてൽෘやนなどに෇ணしたޙはωοトϫークߏ଄がߏ࠶ஙさΕるため、タレ
にくくなります。

੡品ϥΠンΞッϓ

レオクリスタのϢχークͳレオロδーಛ性

第一工業製薬のCNF「レオクリスタ」

CONTENTS

ୈ一ۀ޻੡薬では、T&MP0ࢎ化๏にΑり੡଄さΕるCNFを੡品 ʮ໊レオクリスタʯとしてൢചしています。T&MP0ࢎ化๏
とは౦ژେֶү֋明ಛผڭत、ᜊ౻ܧ೭ڭतらのάルーϓにΑりݟいださΕたख๏で、セルϩースણҡに高ີ度にカルボキ
シ基をಋೖし、高ޮ཰でCNFをௐ੡するٕज़です。ຊٕज़にΑり得らΕるCNFはણҡ෯が໿3nmとඇৗにࡉく、しかもۉ一
であることがಛ௕です。
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のಋೖجԽ๏によるηルϩース݁থද໘΁のカルボΩγࢎ10.&5

ηルϩースφϊϑΝΠόーのαΠζΠϝーδ

のಋೖجԽ๏によるηルϩース݁থද໘΁のカルボΩγࢎのಋೖ5&.10جԽ๏によるηルϩース݁থද໘΁のカルボΩγࢎ10.&5
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CNFܕ分散ཱݽ
（෯3～10 nm）

όンυルܕCNF
（෯数十～数ඦnm）

CN'

੡品名 ಛ　௃ CN'固形分（%）

レオクリスタ I�249

レオクリスタ I�2"9

レオクリスタ I�2494

レオクリスタ C�24P

レオクリスタ C�2&P

レオクリスタ C�24N

レオクリスタクロスシリーζˎ

ඪ४グレード

グレード্޲഑߹安定性ࡎ性༹ۃ

୹ણҡ௕グレード

化粧品グレード

ೕ化グレード

ナチϡϥルグレード

濃度グレードߴ
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ҟͳるͤΜஅ଎度Ͱの粘度มԽ
測定条件：レオメーター、固形分濃度0.2%、20℃

ˎ։発品
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せん断速度（500 sec－1）ߴ

10 
時間（min）

௿せん断速度（0.1 sec－1）

レオクリスタ I-2SX
カルボマー

キサンタンガム

CMC レオクリスタ I-2SXS

こΕらの੡品には、IS0�TS21346で定ٛさΕたiCNFがؚまΕています。

ʮˎレオクリスタʯʮ3H&0C3:STAʯʮレオクリスタクϩスʯは、ୈ一ۀ޻੡薬ࣜגձࣾのొ࿥঎ඪです。



レオクリスタはඍཻ子に対して、水中での௜߱཈੍、表面΁のٵணにΑる分散性向上などのޮՌを発現します。 レオクリスタの水分散液と༉をܹしく撹拌することで༉ణ表面にCNFがٵணし、ೕ化物をܗ੒することが可能です。
混合時の撹拌力がڧい΄ど༉ణはখさくなる傾向にあります。
さらにCNFの濃度が一定以上であΕば、クリーミンάの཈੍も可能です。
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粘
度（

m
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）

レオクリスタఴՃによるスϥリー粘度΁のӨڹ
（a）20%Ꭲ水性ࢎ化νタンɹ（C）5%カーボンϒϥοク

レオクリスタఴՃによるඍཻࢠのཻ度෼෍΁のӨڹ
（a）1.25%Ꭲ水性ࢎ化νタンɹ（C）5%カーボンϒϥοク

レオクリスタの分ػࢄೳ

レオクリスタを添加することで、CNFのωοトϫークߏ଄にΑͬてඍཻ子
の௜߱を཈੍できます。
また、ϋーυέーキの཈੍も可能です。

௜߱཈੍

分ࢄ性の্޲

レオクリスタのೕ化ػೳ

レオクリスタをס૩することでൽບがܗ੒で
きます。得らΕるൽບは高ڧ度、高透明性で、
ϑレキシϒル性も有しています。

レオクリスタの皮ບ形੒ೳ
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ඍཻࢠの表໘性ঢ় ྫ ண௜߱཈੍　ٵ

ૄ水性

਌水性（ਖ਼ՙి）

਌水性（ෛՙి）

カーボンϒϥック、Ꭲ水性酸化チタン、Ꭲ水性酸化ѥԖͳͲ

酸化チタン、酸化ѥԖͳͲ

シリカͳͲ
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レオクリスタによるඍཻࢠの௜߱཈੍
（a）5%Ꭲ水性ࢎ化νタンɹ（C）5%਌水性ࢎ化ѥԖɹ（D）5%カーボンϒϥοク

CNFແ添加ɹ（ӈ）0.1%CNF添加（ࠨ）

CNFがٵணすることでཻ子同࢜のຎࡲが௿減し、高濃度
スϥリーの粘度が௿Լします。

CNFがٵணすることで水΁のೞΕ性が上がり、分散性が
向上します。
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௿ۃ性の༉΄どೕ化しやすい傾向があります。
ೕ化άレーυのC-2&PやI-2AXを用いること
で、ೕ化可能な༉の種ྨは޿がります。
また、ೕ化の可൱は有機֓೦ਤを用いることで
༉のߏ଄から推定可能です。
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レオクリスタによるೕԽ෺のクϥΠオS&.ը૾
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有機溶剤の配合可能量（wt％）

メタノール

エタノール

IPA
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THF
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レオクリスタの安定性

レオクリスタは多くの水溶性高分子とは
異なり、温度に関わらず一定の粘度を示し
ます。

レオクリスタはpH5～10の範囲で安定し
て水中に分散し、増粘性などの各種機能
を発現します。

レオクリスタ I-2SXの場合、水と混和する
有機溶剤を全量に対して40 wt%程度まで
配合可能です。
さらに多くの有機溶剤を配合する必要が
ある場合には、レオクリスタ I-2AXの使用
を推奨します。

カルボマー水溶液とレオクリスタを併用
することで、粘度が相乗的に高くなります。
さらに感触を損なうことなく耐塩性が向上
します。

レオクリスタ C-2SPは化粧品、医薬部外品などにもお使いいただくことが可能で、各種の安全性データも取得しています。

化粧品用途におけるレオクリスタの利用

レオクリスタの希釈にはホモミキサーなどの高せん断力の撹拌機（回転数3,000 rpm以上）の使用を推奨します。
撹拌が不十分な場合、粘度のばらつきや透明ゲル状の塊が残り、十分な機能を発現しません。

レオクリスタの希釈方法

項　目 名　称

化粧品表示名称

INCI Name

外原規名

安全性試験 結　果

皮膚刺激性

皮膚感作性

眼刺激性

変異原性

ヒトパッチテスト

陰　性

陰　性

陰　性

陰　性

陰　性

イオン性物質を添加すると、CNF表面の
カルボキシ基の斥力が弱まるため、凝集し
て減粘する傾向にあります。
しかし、同様にカルボキシ基を有するカル
ボマーに比べると高い耐塩性を有します。

レオクリスタおよびカルボマーの耐塩性
測定条件：固形分濃度0.2%、
　　　　　BM型粘度計、6 rpm、3 min、20℃

レオクリスタ併用によるカルボマーの
耐塩性向上効果
測定条件：BM型粘度計、6 rpm、3 min、20℃

レオクリスタの耐pH性
測定条件：固形分濃度0.4%、
　　　　　BM型粘度計、6 rpm、3 min、20℃

レオクリスタに対する有機溶剤の
配合可能量

レオクリスタの希釈条件と
粘度の関係
撹拌条件：ホモミキサー（タービン径 φ30 mm）、
　　　　　液量200 mL　
測定条件：固形分濃度0.2%、
　　　　　BM型粘度計、0.6 rpm、3 min、20℃

レオクリスタおよびその他の増粘剤の
温度と粘度の関係
測定条件：レオメーター、せん断速度0.1 sec－1
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レオクリスタ I-2SX

カルボマー
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CMC

結晶セルロース、フェノキシエタノール、水

Microcrystall ine cellulose,
Phenoxyethanol, Water
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粘
度（

m
Pa

・s
）

100 

1,000 

10,000 

0 0.05 0.1 
NaCl濃度（%） 

0.07%カルボマー
＋0.1%CNF 

0.2%カルボマー 

粘
度（

m
Pa

・s
）

0
0 5 10 15 20 25 30

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 
5,500 rpm

8,000 rpm

3,000 rpm

撹拌時間（min）

pH

温度（℃）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

0 0.02 0.06 0.10.04 0.08
NaCl濃度（％）

粘
度（

m
Pa

・s
） レオクリスタ I-2SX

カルボマー
（耐塩性グレード）




